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今月号は「地球温暖化対策，環境
対策，環境対策工」特集です。

巻頭言は東北大学の中田俊彦教授
にお願いしました。「地域社会をデ
ザインするには」と題して，環境エ
ネルギーという観点から地域社会の
長期展望，再設計についてご提言い
ただいています。

行政情報では，オフロード法（排
出ガス規制）に関して，特に 2014
年改正による規制強化内容にポイン
トを置いた紹介をしています。もう
1 件の行政情報では，建設副産物の
リサイクルや適正処理の中期的な方
向性，方策について取りまとめて提
言した内容を紹介しています。

特集報文は，地球温暖化対策，環
境対策の 2 部構成です。

地球温暖化対策としては，様々な
再生可能エネルギーや新エネルギー
の現状と将来の電力のベストミック
スの想定や，既存ダムの流量を維持
した上での中小水力発電としての利
用，再生可能エネルギーとして国内
最大規模の太陽光発電所を実現した
急速施工方法，再生可能エネルギー
として利用促進が期待される地中熱
利用の普及を図るために開発された
高効率システム，建設工事における
CO2 排出削減を目指した 100％バイ
オディーゼル燃料を工事車両に適用
した施工，地球温暖化防止と深い関

わりのある森林整備に使われる林業
機械を対象としたカーボン・オフ
セットプログラムについてそれぞれ
紹介しています。

環境対策としては，2014 年日米
欧の次期排出ガス規制に対応したオ
フロード用最新エンジンを実現した
新たな技術や，高出力・高耐久を実
現した上で騒音／振動を従来レベル
に抑えた油圧ブレーカ，工事によっ
て発生する濁水の低コスト高度化処
理方法，同じく工事濁水において排
水基準が強化された陰イオン処理に
注目した処理方法，都市土木で重要
となる防振対策の考え方と対策実例
について取り上げました。

交流の広場では，自動車用内燃機
関技術の維持・向上策について，産
官学が協調して設立した技術研究組
合を中心とした示唆に富んだ取組み
を紹介しています。

東日本大震災以降，地球温暖化対
策，環境対策，エネルギー対策には
パラダイムシフトというべき変化が
訪れましたが，その環境の中でも普
遍的に重要な技術や，一方で変化に
対応した新しい観点の技術が粘り強
く開発され産まれつつあります。

今回掲載した報文が読者の皆様の
参考となり，本分野の発展に些少な
りと寄与できれば幸いにございます。

最後になりましたが，お忙しい中
にも関わらず，快くご寄稿いただき
ました執筆者や関係者の皆様に厚く
御礼申し上げます。 （赤神，太田）

11 月号「トンネル特集」予告
・超長尺大口径鋼管先受け工法を用いた地すべり区間のトンネル安定化対策工
　　―LL-Fp 工法の開発と適用
・先行天端沈下計測システムの開発と適用―切羽前方地山の不安定化を常時監視
・トンネル点検に対する弾性波法非破壊検査技術―打音法，音響探査法の紹介
・長大トンネルにおける可燃性ガス対策―東九州道　猪八重トンネル南新設工事
・小断面トンネルでの長孔発破による急速施工
　　―東京大学（宇宙線）大型低温重力波望遠鏡施設（掘削その他）工事
・トンネル工事における安全の見える化技術の適用
　　―マンションと高速道路の狭間での超近接メガネトンネルの施工
・豊実発電所改修工事における放水路トンネルの施工
　　―既設放水路トンネル直下に扁平大断面の新設トンネルを構築
・電磁波探査を活用した湧水対策区間の施工
・日本最大級の櫓設備を使用した大深度立坑の施工
・トンネル構内での長距離無線 LAN 装置
・コンパクトなウレタン注入機でトンネル補修
　　―アキレス Tn-p 工法（発泡ウレタン裏込注入工法）の紹介
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